
和歌短冊「下草」考　―その独特な書式について―

一
、
序

　
昔
の
貴
人
方
が
認
め
ら
れ
た
短
冊
に
は
、
時
と
し
て
「
下
草
（
し
た
く
さ
／
も
と
く

さ
）」
と
呼
ば
れ
る
独
特
な
書
式
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
　
第

二
版
⑥
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
繙
く
と
、「
下
草
（
し
た
く
さ
）」
の
語
義
の

①
と
し
て
「
林
の
下
に
生
え
る
草
や
小
さ
な
木
。
し
た
ば
え
」
と
あ
り
、『
万
葉
集
』

や
『
源
氏
物
語
』
な
ど
に
お
け
る
用
例
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
用
い
る
「
下

草
」
は
、
こ
の
よ
う
な
語
義
を
表
す
も
の
で
は
な
い
。
い
に
し
え
で
は
短
冊
故
実
の
相そ
う

承じ
ょ
う

に
お
い
て
、
近
代
で
は
短
冊
の
研
究
や
蒐
集
の
場
に
お
い
て
、
連
綿
と
用
い
ら
れ
て

き
た
特
殊
な
術
語
で
あ
ろ
う
。
術
語
と
し
て
の
語
義
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
は
見

ら
れ
な
い
も
の
の
、
恐
ら
く
今
挙
げ
た
語
義
①
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

　
短
冊
と
そ
の
文
化
が
既
に
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
現
代
で
は
、
術
語
と
し
て
の

「
下
草
」
が
耳
目
に
触
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。「
下
草
」
と
い
う
術
語
を
知
っ
て
い

る
、
或
い
は
術
語
自
体
は
知
ら
な
い
が
そ
の
書
式
の
存
在
を
知
っ
て
い
る
人
は
、
下
草

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
は
、
短
冊
第
一
行
の

末
尾
に
上
の
句
の
終
わ
り
の
文
字
が
書
き
き
れ
な
い
場
合
、
行
の
左
下
に
書
き
添
え
る

こ
と
、
ま
た
は
そ
の
文
字
、
と
い
う
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

往
々
に
し
て
下
草
に
よ
く
見
ら
れ
る
タ
イ
プ
（
例
え
ば
図
１
の
よ
う
な
宸
翰
短
冊
に
お

要

　
　
　
　
　旨

　
昔
の
貴
人
の
筆
に
な
る
和
歌
短
冊
に
は
、「
下
草
」
と
呼
ば
れ
る
独
特
な
書
式
が
見

ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
下
草
」
の
定
義
に
つ
い
て
は
諸
説
紛
々
と
し

て
い
る
。
本
稿
で
は
、
短
冊
手
鑑
の
遺
例
を
精
査
し
つ
つ
、
諸
説
の
是
非
を
吟
味
し

て
、「
下
草
」
の
正
確
な
定
義
と
解
説
を
試
み
た
。
さ
ら
に
、
後
奈
良
天
皇
の
宸
翰
短

冊
七
五
葉
を
精
査
し
て
、
天
皇
が
他
の
天
皇
よ
り
も
下
草
を
多
用
さ
れ
、
そ
し
て
従
来

の
下
草
の
用
法
を
超
え
た
、
意
図
的
か
つ
独
創
的
な
用
法
を
採
用
さ
れ
て
い
た
と
結
論

づ
け
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

　
後
奈
良
天
皇
、
宸
翰
、
手
鑑
、
女
房
短
冊
、「
短
冊
学
」

七

和
歌
短
冊
「
下
草
」
考�

　
　
　
　
　
　
―
そ
の
独
特
な
書
式
に
つ
い
て
―
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内 田 誠 一

も
あ
ま
し
て
か
く
。
た
ゞ
の
人
も
自
然
に
あ
ま
し
て
か
く
。

�

（
中
臣
親
満
『
千
鳥
の
あ
と
』、
一
八
一
九
年
）

　
御
宸
翰
に
は
「
下
草
」
と
い
ふ
も
の
が
あ
る
、
此
れ
は
下
部
の
一
二
字
を
脇

に
、
別
行
と
し
て
書
き
添
へ
る
事
で
あ
る
、
実
は
此
れ
は
御
宸
翰
に
限
っ
た
事
で

は
無
い
の
で
あ
る
、
余
が
見
た
も
の
ゝ
中
で
も
、
大
炊
御
門
経
敦
、
竹
屋
光
久
、

竹
内
俊
治
、
水
無
瀬
兼
俊
、
四
条
隆
致
、
高
倉
永
親
な
ど
の
諸
卿
や
、
又
、
柴
屋

軒
宗
長
な
ど
の
短
冊
も
此
の
「
下
草
」
が
あ
る
、

�

（
弥
富
賓
水
『
短
冊
も
の
が
た
り
』、
磯
部
甲
陽
堂
、
一
九
一
八
年
）

　
宸
筆
に
限
っ
て
、・
・
・（
中
略
）・
・
・
俗
に
言
う
下し
た

草く
さ

を
添
え
て
あ
る
場
合

が
多
い
。
下
草
と
い
う
の
は
、
右
の
行
の
下
部
に
お
さ
ま
る
第
三
句
目
の
最
後
の

一
、二
字
を
こ
と
さ
ら
に
左
横
に
は
み
出
し
て
書
か
れ
て
い
る
状
態
を
指
し
て
い

う
の
で
、
ち
ょ
う
ど
大
樹
の
小
笹
と
い
っ
た
風
情
を
形
容
し
た
も
の
で
あ
る
。

�（
多
賀
博
『
短
冊
覚
え
書
』〈
朝
日
新
聞
社
、
一
九
五
五
年
〉
所
収
「
宸
筆
短
冊
物

語
」）

　
一
行
目
の
終
の
字
が
詰
ま
っ
て
書
け
な
く
な
っ
た
時
、
二
三
字
ま
た
は
甚
し
く

は
五
六
字
が
横
に
は
み
出
て
い
る
、
草
が
行
の
も
と
に
生
え
い
づ
る
状
態
に
な
る

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
し
た
く
さ
」
と
は
い
わ
な
い
で
、「
も
と
く
さ
」
と
い

う
。
古
書
に
は
皆
さ
う
い
う
仮
名
附
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
始
め
か
ら
字
を
書

く
見
当
に
予
算
は
づ
れ
に
な
っ
た
も
の
で
、
普
通
で
は
失
態
で
、
又
す
べ
か
ら
ざ

る
こ
と
に
属
す
る
。
天
皇
ま
た
は
高
貴
の
方
の
み
に
昔
は
そ
の
法
則
は
ず
れ
が
許

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
下
草
の
も
の
は
殆
ん
ど
天
皇
宸
筆
の
観
が
あ
る
、
然

し
、
例
外
も
な
い
こ
と
は
な
い
、
宸
筆
短
冊
審
定
の
貴
重
な
資
料
と
し
て
考
え
ら

れ
て
い
る
。

　
下
草
は
後
花
園
天
皇
か
ら
正
親
町
天
皇
ま
で
の
御
短
冊
に
おマ

おマ

い
、
最
も
多
い

の
が
、
後
土
御
門
天
皇
の
宸
翰
で
、
下
草
の
字
も
三
字
以
上
五
字
に
わ
た
る
も
の

す
ら
あ
る
。

け
る
下
草
）
が
、
そ
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
和
歌
第
三
句
の
末
の

一
字
か
二
字
（
図
１
で
は
「
な
み
た
と
や
」
の
「
や
」
の
一
字
）
が
第
一
行
に
書
き
き

れ
ず
、
直
前
の
文
字
（
図
１
で
は
「
と
」）
の
左
下
に
書
き
添
え
て
い
る
タ
イ
プ
で
あ

る
。
筆
者
按
ず
る
に
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
ま
ま
で
は
、
世
に
存
在
す
る
古
短
冊
に
見

え
る
多
様
な
下
草
を
、
把
握
し
た
り
説
明
し
た
り
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

　
図
１
　
後
土
御
門
天
皇
宸
翰
御
製
短
冊
下
部
拡
大

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
短
冊
研
究
者
・
蒐
集
家
に
よ
る
「
下
草
」
に
関
す

る
言
説
に
検
討
を
加
え
つ
つ
、
よ
り
正
確
な
定
義
や
解
釈
を
試
み
た
い
と
思
う
。
さ
ら

に
、
後
奈
良
天
皇
宸
翰
御
製
短
冊
七
五
葉
を
精
査
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
天
皇
が
と

り
わ
け
下
草
を
多
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
従
来
の
下
草
の
用
法
を
超
え
た
意
図
的
か
つ

独
創
的
な
用
法
を
採
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
み
た
い
。

二
、
先
行
文
献
に
見
る
「
下
草
」
の
定
義

　
次
に
、
短
冊
に
関
す
る
文
献
の
中
か
ら
、「
下
草
」
に
関
す
る
記
述
を
時
代
順
に
列

挙
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
女
房
短
冊
ハ
上
句
の
す
ゑ
を
一
二
字
ほ
ど
あ
ま
し
て
。
わ
き
に
か
く
こ
と
常
の

こ
と
な
り
。
然
れ
ど
も
あ
ま
さ
ゞ
る
躰
も
あ
り
。
宋
世
の
説
に
よ
れ
バ
。
御
製
を

八

和歌短冊「下草」考　―その独特な書式について―

の
こ
と
な
り
。
然
れ
ど
も
あ
ま
さ
ゞ
る
躰
も
あ
り
。
宋
世
の
説
に
よ
れ
ば
。

御
製
を
も
あ
ま
し
て
か
く
。
た
ゞ
の
人
も
自
然
に
あ
ま
し
て
か
く
。

（
小
松
茂
美
編
『
短
冊
手
鑑
・
解
説
』（
講
談
社
、
一
九
八
三
年
）
所
収

の
小
松
茂
美
「
短
冊
大
概
」
の
四
、
短
冊
の
書
き
方
）

　
御
製
短
冊
に
多
く
み
ら
れ
る
筆
法
で
、
上
の
句
の
末
尾
の
一
、二
字
を
、
こ
と

さ
ら
に
左
方
に
は
み
出
し
て
書
い
て
あ
る
も
の
を
い
う
。
大
樹
の
下
の
小
笹
と
い

っ
た
風
情
を
形
容
し
て
の
命
名
で
あ
る
。

（『
鉄
心
斎
文
庫
短
冊
総
覧
　
む
か
し
を
い
ま
に
　
下
巻
』〈
鉄
心
斎
文
庫
伊

勢
物
語
文
華
館
、
二
〇
一
二
年
〉
所
収
の
神
作
研
一
「
短
冊
小
事
典
」
下
草

（
し
た
く
さ
）
の
項
）

三
、「
下
草
」
の
定
義
や
解
説
の
検
討

（
１
）
下
草
は
第
一
行
末
の
み
か
否
か

　
い
ま
列
挙
し
た
諸
家
（
中
臣
・
弥
富
・
多
賀
・
猪
熊
・
久
曽
神
・
小
松
・
神
作
）
の

言
説
の
う
ち
、
下
草
を
第
一
行
の
み
に
限
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
は
、
弥
富
と
久
曽
神

の
み
で
あ
っ
た
。
両
者
以
外
は
全
て
、（「
上
句
の
す
ゑ
」「
右
の
行
の
下
部
」「
一
行

目
」
な
ど
と
い
う
表
現
は
異
な
る
も
の
の
）
下
草
が
第
一
行
末
に
見
ら
れ
る
も
の
と
い

う
考
え
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
遺
例
を
見
る
と
、
第
二
行
に
下
草
が
出
現
す
る
例
は
多

く
は
な
い
も
の
の
、
例
外
的
と
ま
で
は
言
え
な
い
。
さ
ら
に
第
一
行
末
と
第
二
行
末
の

両
方
に
下
草
が
見
ら
れ
る
例
も
ご
く
稀
に
あ
る
。
ま
た
本
稿
の
後
半
で
論
じ
る
が
、
後

奈
良
天
皇
の
宸
翰
短
冊
群
七
五
葉
の
う
ち
、
第
二
行
に
か
な
り
下
草
が
現
れ
る
。
ま

た
、
第
一
行
と
第
二
行
の
双
方
の
末
尾
に
下
草
が
見
ら
れ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
よ

っ
て
、
下
草
は
第
一
行
末
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
と
す
べ
き
で
は
な
い
。

（
２
）
短
冊
に
下
草
を
用
い
る
筆
者
の
階
層

　
諸
家
の
言
説
を
比
べ
て
み
る
と
、
下
草
を
用
い
る
筆
者
の
階
層
に
関
し
て
は
諸
説

（『
古
筆
と
短
冊
　
第
二
号
』〈
古
筆
・
短
冊
研
究
会
、
一
九
六
〇
年
〉

所
収
の
猪
熊
信
男
「
短
冊
の
故
実
と
術
語
（
１
））

※
こ
の
文
章
で
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
と
現
代
仮
名
遣
が
混
用
さ
れ
て
い

る
が
、
も
と
の
ま
ま
表
記
し
た
。

　
短
冊
で
は
、
上
句
と
下
句
と
を
そ
れ
ぞ
れ
一
行
に
書
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
様

式
に
も
若
干
の
相
違
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
天
皇
又
は
上
皇
な
ど
は
、
必
ず
し
も
整

然
と
二
行
に
書
か
れ
ず
、
上
端
を
ず
ら
す
こ
と
も
あ
り
、
三
行
以
上
に
散
ら
し
書

に
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
二
行
の
場
合
で
も
上
句
又
は
下
句
の
最
後
の
一
二
字
を

少
し
横
に
ず
ら
し
て
書
く
こ
と
が
多
い
。
宸
翰
以
外
は
、
厳
格
に
二
行
に
収
ま
る

よ
う
に
書
く
の
で
あ
る
が
、
一
字
又
は
二
字
を
余
ら
せ
て
書
く
こ
と
も
絶
無
で
は

な
い
が
、
極
め
て
少
な
く
、
む
し
ろ
誤
と
目
す
べ
き
で
あ
る
。

（�

久
曽
神
昇
『
後
奈
良
天
皇
宸
翰
短
冊
覚
書
』〈
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
、

一
九
七
六
年
〉）

※
な
お
久
曽
神
は
同
書
の
中
で
「
下
草
」
の
語
を
用
い
ず
、「
余
り
書
き
」

と
し
て
い
る
。

　
天
皇
の
短
冊
の
書
式
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。『
持
明
院
書

法
家
伝
』（
前
掲
）
に
よ
れ
ば
、「
一
、
主
上
御
製
御
短
冊
上
下
句
頭
等
、
上
句
の

末
の
一
両
字
を
少
左
の
方
へ
よ
せ
て
令
書
給
也
。
御
製
に
御
名
な
し
」
と
い
う
の

が
故
実
で
あ
っ
た
。・
・
・（
中
略
）・
・
・

『
持
明
院
書
法
家
伝
』（
前
掲
）
が
、『
短
冊
夜
鶴
庭
訓
抄
』
を
引
用
し
て
、
女
房

短
冊
の
書
式
に
触
れ
て
い
る
。

女
房
た
ん
さ
く
は
下
の
句
を
さ
け
て
書
。
も
と
□
さ
か
く
へ
し
。
名
あ
る
内

侍
達
皆
か
く
の
こ
と
し
。

・
・
・（
中
略
）・
・
・

ま
た
、
し
ば
し
ば
引
用
す
る
『
千
鳥
の
あ
と
』
に
は
、

女
房
短
冊
ハ
上
句
の
す
ゑ
を
一
二
字
ほ
ど
あ
ま
し
て
。
わ
き
に
か
く
こ
と
常

九
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の
こ
と
な
り
。
然
れ
ど
も
あ
ま
さ
ゞ
る
躰
も
あ
り
。
宋
世
の
説
に
よ
れ
ば
。

御
製
を
も
あ
ま
し
て
か
く
。
た
ゞ
の
人
も
自
然
に
あ
ま
し
て
か
く
。

（
小
松
茂
美
編
『
短
冊
手
鑑
・
解
説
』（
講
談
社
、
一
九
八
三
年
）
所
収

の
小
松
茂
美
「
短
冊
大
概
」
の
四
、
短
冊
の
書
き
方
）

　
御
製
短
冊
に
多
く
み
ら
れ
る
筆
法
で
、
上
の
句
の
末
尾
の
一
、二
字
を
、
こ
と

さ
ら
に
左
方
に
は
み
出
し
て
書
い
て
あ
る
も
の
を
い
う
。
大
樹
の
下
の
小
笹
と
い

っ
た
風
情
を
形
容
し
て
の
命
名
で
あ
る
。

（『
鉄
心
斎
文
庫
短
冊
総
覧
　
む
か
し
を
い
ま
に
　
下
巻
』〈
鉄
心
斎
文
庫
伊

勢
物
語
文
華
館
、
二
〇
一
二
年
〉
所
収
の
神
作
研
一
「
短
冊
小
事
典
」
下
草

（
し
た
く
さ
）
の
項
）

三
、「
下
草
」
の
定
義
や
解
説
の
検
討

（
１
）
下
草
は
第
一
行
末
の
み
か
否
か

　
い
ま
列
挙
し
た
諸
家
（
中
臣
・
弥
富
・
多
賀
・
猪
熊
・
久
曽
神
・
小
松
・
神
作
）
の

言
説
の
う
ち
、
下
草
を
第
一
行
の
み
に
限
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
は
、
弥
富
と
久
曽
神

の
み
で
あ
っ
た
。
両
者
以
外
は
全
て
、（「
上
句
の
す
ゑ
」「
右
の
行
の
下
部
」「
一
行

目
」
な
ど
と
い
う
表
現
は
異
な
る
も
の
の
）
下
草
が
第
一
行
末
に
見
ら
れ
る
も
の
と
い

う
考
え
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
遺
例
を
見
る
と
、
第
二
行
に
下
草
が
出
現
す
る
例
は
多

く
は
な
い
も
の
の
、
例
外
的
と
ま
で
は
言
え
な
い
。
さ
ら
に
第
一
行
末
と
第
二
行
末
の

両
方
に
下
草
が
見
ら
れ
る
例
も
ご
く
稀
に
あ
る
。
ま
た
本
稿
の
後
半
で
論
じ
る
が
、
後

奈
良
天
皇
の
宸
翰
短
冊
群
七
五
葉
の
う
ち
、
第
二
行
に
か
な
り
下
草
が
現
れ
る
。
ま

た
、
第
一
行
と
第
二
行
の
双
方
の
末
尾
に
下
草
が
見
ら
れ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
よ

っ
て
、
下
草
は
第
一
行
末
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
と
す
べ
き
で
は
な
い
。

（
２
）
短
冊
に
下
草
を
用
い
る
筆
者
の
階
層

　
諸
家
の
言
説
を
比
べ
て
み
る
と
、
下
草
を
用
い
る
筆
者
の
階
層
に
関
し
て
は
諸
説

（『
古
筆
と
短
冊
　
第
二
号
』〈
古
筆
・
短
冊
研
究
会
、
一
九
六
〇
年
〉

所
収
の
猪
熊
信
男
「
短
冊
の
故
実
と
術
語
（
１
））

※
こ
の
文
章
で
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
と
現
代
仮
名
遣
が
混
用
さ
れ
て
い

る
が
、
も
と
の
ま
ま
表
記
し
た
。

　
短
冊
で
は
、
上
句
と
下
句
と
を
そ
れ
ぞ
れ
一
行
に
書
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
様

式
に
も
若
干
の
相
違
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
天
皇
又
は
上
皇
な
ど
は
、
必
ず
し
も
整

然
と
二
行
に
書
か
れ
ず
、
上
端
を
ず
ら
す
こ
と
も
あ
り
、
三
行
以
上
に
散
ら
し
書

に
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
二
行
の
場
合
で
も
上
句
又
は
下
句
の
最
後
の
一
二
字
を

少
し
横
に
ず
ら
し
て
書
く
こ
と
が
多
い
。
宸
翰
以
外
は
、
厳
格
に
二
行
に
収
ま
る

よ
う
に
書
く
の
で
あ
る
が
、
一
字
又
は
二
字
を
余
ら
せ
て
書
く
こ
と
も
絶
無
で
は

な
い
が
、
極
め
て
少
な
く
、
む
し
ろ
誤
と
目
す
べ
き
で
あ
る
。

（�

久
曽
神
昇
『
後
奈
良
天
皇
宸
翰
短
冊
覚
書
』〈
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
、

一
九
七
六
年
〉）

※
な
お
久
曽
神
は
同
書
の
中
で
「
下
草
」
の
語
を
用
い
ず
、「
余
り
書
き
」

と
し
て
い
る
。

　
天
皇
の
短
冊
の
書
式
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。『
持
明
院
書

法
家
伝
』（
前
掲
）
に
よ
れ
ば
、「
一
、
主
上
御
製
御
短
冊
上
下
句
頭
等
、
上
句
の

末
の
一
両
字
を
少
左
の
方
へ
よ
せ
て
令
書
給
也
。
御
製
に
御
名
な
し
」
と
い
う
の

が
故
実
で
あ
っ
た
。・
・
・（
中
略
）・
・
・

『
持
明
院
書
法
家
伝
』（
前
掲
）
が
、『
短
冊
夜
鶴
庭
訓
抄
』
を
引
用
し
て
、
女
房

短
冊
の
書
式
に
触
れ
て
い
る
。

女
房
た
ん
さ
く
は
下
の
句
を
さ
け
て
書
。
も
と
□
さ
か
く
へ
し
。
名
あ
る
内

侍
達
皆
か
く
の
こ
と
し
。

・
・
・（
中
略
）・
・
・

ま
た
、
し
ば
し
ば
引
用
す
る
『
千
鳥
の
あ
と
』
に
は
、

女
房
短
冊
ハ
上
句
の
す
ゑ
を
一
二
字
ほ
ど
あ
ま
し
て
。
わ
き
に
か
く
こ
と
常

九
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内 田 誠 一

れ
る
も
の
が
一
六
葉
（
天
皇
が
四
葉
、
院
が
二
葉
、
親
王
が
七
葉
）
あ
り
、
か
な
り
の

割
合
と
言
え
よ
う
。

　
偶
々
こ
の
よ
う
な
割
合
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
、
と
疑
念
を
懐
か
れ
る
虞
も
あ
る

の
で
、
并
せ
て
橋
本
不
美
男
解
説
『
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
16
　
短
冊
手
鑑
』（
貴

重
本
刊
行
会
、
一
九
七
八
年
）（
以
下
、
橋
本
『
手
鑑
』）
を
調
査
し
て
み
た
。
こ
の
書

籍
は
、
伏
見
宮
家
伝
来
で
久
邇
宮
家
旧
蔵
の
『
短
冊
手
鑑
』（
折
本
、
二
帖
）
を
写
真

版
複
製
し
た
も
の
で
あ
る
。
下
草
の
あ
る
も
の
が
、
天
皇
宸
翰
一
〇
葉
の
う
ち
五
葉
、

親
王
短
冊
一
二
葉
の
う
ち
五
葉
で
あ
っ
た
。
小
松
『
手
鑑
』
の
割
合
と
大
差
は
な
い
。

　
次
に
、
門
跡
短
冊
や
院
家
短
冊
は
ど
う
か
。
小
松
『
手
鑑
』
に
お
け
る
「
門
跡
・
院

家
」
の
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
下
草
が
見
ら
れ
た
の
は
全
四
七
葉
の
う
ち
二
八
葉
。
一

方
、
橋
本
『
手
鑑
』
の
門
跡
・
院
家
短
冊
で
は
七
六
葉
中
一
四
葉
で
あ
っ
た
。
割
合
が

異
な
る
も
の
の
、
少
な
い
方
の
橋
本
『
手
鑑
』
で
も
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
二
割
近
い
数

字
で
あ
る
。
門
跡
・
院
家
の
短
冊
で
も
、
下
草
は
用
い
ら
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
よ
う
。

久
曽
神
の
「
宸
翰
以
外
は
、・
・
・
絶
無
で
は
な
い
が
、
極
め
て
少
な
く
、
む
し
ろ
誤
」

で
あ
る
と
す
る
説
に
は
首
肯
し
難
い
。
や
は
り
下
草
は
、
宸
翰
御
製
短
冊
以
外
の
短
冊

に
も
見
ら
れ
る
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
中
臣
や
弥
富
の
言
う
公
卿
短
冊
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
小
松
『
手
鑑
』

の
「
公
卿
」
の
短
冊
の
初
め
か
ら
第
六
〇
葉
ま
で
を
見
る
と
、
下
草
の
あ
る
も
の
は

一
八
葉
で
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
。
橋
本
『
手
鑑
』
で
は
、
手
鑑
本
体
二
冊
の
う
ち
の
上
巻

表
に
押
さ
れ
て
い
る
公
卿
短
冊
一
六
五
葉
（
漢
詩
・
連
歌
短
冊
を
除
く
）
の
う
ち
、
下

草
が
見
ら
れ
る
も
の
が
二
二
葉
で
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
。
い
ず
れ
も
例
外
と
す
べ
き
割
合

で
は
な
い
。
公
卿
も
や
は
り
下
草
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
弥
富
は
連
歌
師
の
宗
長
を
例
に
挙
げ
て
、
天
皇
公
卿
以
外
の
短
冊
に
も

下
草
を
用
い
る
と
す
る
。
宗
長
は
公
卿
と
も
交
流
の
あ
っ
た
連
歌
会
の
中
心
人
物
で
あ

り
、
公
卿
の
短
冊
の
書
法
の
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
（
注
１
）。
よ
っ
て
宗
長

の
短
冊
に
下
草
が
現
れ
る
こ
と
も
不
思
議
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
小
松
『
手
鑑
』
に
掲

紛
々
と
し
て
い
た
。
最
も
限
定
的
な
の
が
多
賀
で
、「
宸
筆
に
限
っ
て
」
と
し
て
い
る
。

猪
熊
は
「
天
皇
ま
た
は
高
貴
な
方
の
み
」
と
し
た
上
で
、「
下
草
の
も
の
は
殆
ん
ど
天

皇
宸
筆
の
観
が
あ
る
」
と
し
て
お
り
、
神
作
は
「
御
製
短
冊
に
多
く
み
ら
れ
る
」
と
す

る
。
ま
た
久
曽
神
は
「
宸
翰
以
外
」
で
は
「
絶
無
で
は
な
い
が
、
極
め
て
少
な
く
、
む

し
ろ
誤
と
す
べ
き
」
と
ま
で
言
う
。
弥
富
は
こ
の
四
者
よ
り
も
範
囲
を
さ
ら
に
広
げ
、

天
皇
宸
翰
に
限
ら
ず
公
卿
も
用
い
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
以
外
の
人
（
飯
尾
宗
祇
の
弟
子

で
連
歌
師
の
宗
長
を
例
に
挙
げ
る
）
も
用
い
る
と
す
る
。

　
江
戸
期
の
中
臣
は
、
唯
一
、
前
の
五
者
が
言
及
し
な
い
「
女
房
短
冊
の
場
合
」
を
ま

ず
挙
げ
、
次
に
宋
世
（
飛
鳥
井
雅
康
）
の
説
を
引
い
て
「
御
製
を
も
あ
ま
し
て
か
く
。

た
ゞ
の
人
も
自
然
に
あ
ま
し
て
か
く
」
と
す
る
。「
た
ゞ
の
ひ
と
」
と
は
、「
た
だ
ひ
と

（
徒
人
・
直
人
）」
即
ち
天
皇
の
臣
下
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
小
松
は

『
持
明
院
書
法
家
伝
』
を
引
い
て
御
製
短
冊
の
故
実
を
示
し
、
同
書
が
引
い
て
い
る

『
短
冊
夜
鶴
庭
訓
抄
』
に
見
え
る
女
房
短
冊
の
書
式
に
関
す
る
部
分
を
提
示
。
さ
ら
に

本
稿
で
引
い
た
中
臣
の
『
千
鳥
の
あ
と
』
と
同
じ
部
分
を
引
い
て
い
る
。

　
で
は
こ
れ
か
ら
、
こ
れ
ら
諸
説
の
是
非
を
検
討
し
な
が
ら
、
下
草
を
用
い
る
筆
者
の

階
層
を
限
定
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
、
具
体
的
に
遺
例
に
あ
た
っ
て
考
察
す
る
。
そ

れ
に
は
ま
ず
、
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
た
文
字
を
下
草
と
判
定
す
べ
き
か
、
を
予
め
定
め

て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
仮
に
次
の
よ
う
に
定
め
た
い
。「
短
冊
の
第
一

行
、
第
二
行
の
区
別
な
く
各
行
末
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
行
の
中
心
線
か
ら
明
瞭
に

ず
ら
し
、
左
に
寄
せ
て
書
か
れ
た
と
判
断
で
き
る
文
字
」
を
下
草
と
す
る
。

　
ま
ず
宸
筆
。
天
皇
宸
翰
御
製
短
冊
に
下
草
が
か
な
り
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
周
知
の
事

実
で
あ
る
。
た
だ
、
多
賀
の
「
宸
筆
に
限
っ
て
」
と
い
う
表
現
は
妥
当
性
を
欠
く
で
あ

ろ
う
。
親
王
や
法
親
王
も
下
草
を
用
い
て
い
る
例
が
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
試
み
に
小
松
博
士
『
短
冊
手
鑑
』（
以
下
、
小
松
『
手
鑑
』）
の
図
版
の
「
天
皇
・
院
・

親
王
」
の
グ
ル
ー
プ
を
見
て
み
る
。
そ
こ
に
は
三
六
葉
の
短
冊
図
版
（
う
ち
天
皇
が
七

葉
、
院
が
三
葉
、
親
王
が
一
三
葉
）
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
下
草
が
見
ら

一
〇

和歌短冊「下草」考　―その独特な書式について―

　
と
こ
ろ
で
武
将
短
冊
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
挙
げ
た
諸
家
の
言
説
に
お
い
て
は
言

及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
武
将
短
冊
に
下
草
は
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
小
松
『
手

鑑
』
の
「
足
利
将
軍
・
武
将
」
の
グ
ル
ー
プ
の
図
版
を
見
る
と
、
連
歌
短
冊
と
漢
詩
短

冊
を
除
い
た
九
〇
葉
の
短
冊
の
う
ち
、
以
下
の
八
葉
に
お
い
て
下
草
が
用
い
ら
れ
て
い

た
。
全
て
第
三
句
の
末
一
字
を
下
草
と
し
て
い
る
。

六
九
八
の
足
利
義
視
（「
つ
き
弓
の
」
の
「
の
」）

七
〇
二
の
足
利
義
澄
（「
名
に
し
お
ふ
」
の
「
ふ
」）

七
〇
七
の
今
川
範
政
（「
を
と
よ
り
も
」
の
「
も
」）

七
一
二
の
東
常
縁
（「
玉
ほ
こ
の
」
の
「
の
」）

七
二
〇
の
細
川
成
之
（「
あ
ら
い
そ
の
」
の
「
の
」）

七
三
九
の
大
内
義
隆
（「
な
に
を
し
て
」
の
「
て
」）

七
五
二
の
小
早
川
隆
景
（「
軒
は
あ
れ
て
」
の
「
て
」）

七
五
七
の
北
条
氏
政
（「
こ
ゆ
る
き
の
」
の
「
の
」）

　
武
将
短
冊
に
つ
い
て
は
、
浦
井
有
国
の
短
冊
模
刻
本
『
眺
望
集
』（
本
稿
で
は

一
九
八
五
年
に
臨
川
書
店
が
発
行
し
た
中
野
荘
次
解
説
・
釈
文
の
『
眺
望
集
』
を
使
用
）

の
二
十
二
葉
の
短
冊
に
つ
い
て
も
下
草
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
以
下
の
七
葉
に
お
い
て
下
草
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
四
五
の
織
田
信
雄
の
下
草
が
第

五
句
の
末
一
字
で
あ
る
以
外
は
、
全
て
第
三
句
の
末
一
字
で
あ
る
。

四
五
の
織
田
信
雄
（「
山
と
な
て
し
こ
」
の
「
こ
」）

四
七
の
細
川
成
之
（「
あ
ら
い
そ
の
」
の
「
の
」）

四
九
の
今
川
範
政
（「
を
と
よ
り
も
」
の
「
も
」）

五
七
の
毛
利
元
就
（「
夜
に
し
あ
ら
は
」
の
「
は
」）

五
八
の
小
早
川
隆
景
（「
軒
は
あ
れ
て
」
の
「
て
」）

　
室
町
時
代
は
公
家
文
化
と
武
家
文
化
が
融
合
し
た
時
代
で
あ
り
、
将
軍
は
勿
論
の
こ

と
守
護
大
名
に
も
和
歌
や
書
に
秀
で
た
人
物
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
文
化
傾
向
は

後
の
時
代
に
ま
で
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
小
松
『
手
鑑
』
に
掲
げ
ら
れ
た
武
将

げ
ら
れ
た
、
短
冊
番
号
（
同
書
の
短
冊
図
版
右
下
に
つ
け
ら
れ
た
漢
数
字
の
短
冊
通
し

番
号
、
以
下
同
様
）
六
五
〇
の
堯
孝
の
短
冊
が
そ
う
で
あ
る
。
堯
孝
は
公
卿
で
は
な
い

が
、『
新
続
古
今
和
歌
集
』
撰
進
の
際
に
和
歌
所
開
闔
と
な
り
、
飛
鳥
井
雅
世
を
補
佐

し
た
。
少
な
く
と
も
、
尊
貴
な
方
々
に
学
ん
だ
り
交
流
を
持
っ
た
り
し
た
人
々
（
或
い

は
さ
ら
に
加
え
て
、
そ
の
門
下
の
人
々
）
は
、
下
草
と
い
う
書
式
に
つ
い
て
知
悉
し
て

お
り
、
自
ら
の
短
冊
に
下
草
を
用
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
中
臣
・
小
松
の
言
う
女
房
短
冊
で
あ
る
が
、
橋
本
『
手
鑑
』
で
は
手
鑑
の
下

巻
表
の
末
尾
に
、
比
丘
尼
御
所
の
尼
公
二
方
に
続
き
、
上
臈
・
典
侍
・
勾
当
内
侍
ほ
か

「
伏
見
宮
関
係
女
流
」
の
短
冊
が
四
二
葉
押
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
似
た
よ
う
な
ス

タ
イ
ル
で
書
か
れ
て
お
り
、
下
草
の
無
い
短
冊
は
僅
か
に
五
葉
に
と
ど
ま
り
、
殆
ん
ど

の
短
冊
に
下
草
が
見
ら
れ
る
女
房
短
冊
で
は
、
下
草
を
書
く
こ
と
を
前
提
に
文
字
が
書

か
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
橋
本
『
手
鑑
』
の
６
１
５

短
冊
（
図
２
）
で
は
、
第
一
行
で
第
三
句
の
「
な
き
身
と
て
」
の
「
と
て
」、
第
二
行

で
第
五
句
の
「
ま
と
の
と
も
し
ひ
」
の
「
も
し
ひ
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
下
草
と
な
っ
て
い

る
。
注
目
す
べ
き
は
、
第
二
行
が
第
一
行
に
比
べ
て
ゆ
っ
た
り
と
し
た
間
隔
で
書
か
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
も
し
ひ
」
の
三
字
を
下
草
に
し
よ
う
と
し
て
書
か
れ
た
か
ら

で
は
な
い
か
。
下
草
は
高
貴
な
女
性
短
冊
・
女
房
短
冊
に
欠
か
せ
な
い
も
の
、
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

　
図
２
　
橋
本
『
手
鑑
』「
伏
見
宮
関
係
女
流
短
冊
」
よ
り
６
１
５
短
冊
（
部
分
）
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和歌短冊「下草」考　―その独特な書式について―

　
と
こ
ろ
で
武
将
短
冊
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
挙
げ
た
諸
家
の
言
説
に
お
い
て
は
言

及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
武
将
短
冊
に
下
草
は
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
小
松
『
手

鑑
』
の
「
足
利
将
軍
・
武
将
」
の
グ
ル
ー
プ
の
図
版
を
見
る
と
、
連
歌
短
冊
と
漢
詩
短

冊
を
除
い
た
九
〇
葉
の
短
冊
の
う
ち
、
以
下
の
八
葉
に
お
い
て
下
草
が
用
い
ら
れ
て
い

た
。
全
て
第
三
句
の
末
一
字
を
下
草
と
し
て
い
る
。

六
九
八
の
足
利
義
視
（「
つ
き
弓
の
」
の
「
の
」）

七
〇
二
の
足
利
義
澄
（「
名
に
し
お
ふ
」
の
「
ふ
」）

七
〇
七
の
今
川
範
政
（「
を
と
よ
り
も
」
の
「
も
」）

七
一
二
の
東
常
縁
（「
玉
ほ
こ
の
」
の
「
の
」）

七
二
〇
の
細
川
成
之
（「
あ
ら
い
そ
の
」
の
「
の
」）

七
三
九
の
大
内
義
隆
（「
な
に
を
し
て
」
の
「
て
」）

七
五
二
の
小
早
川
隆
景
（「
軒
は
あ
れ
て
」
の
「
て
」）

七
五
七
の
北
条
氏
政
（「
こ
ゆ
る
き
の
」
の
「
の
」）

　
武
将
短
冊
に
つ
い
て
は
、
浦
井
有
国
の
短
冊
模
刻
本
『
眺
望
集
』（
本
稿
で
は

一
九
八
五
年
に
臨
川
書
店
が
発
行
し
た
中
野
荘
次
解
説
・
釈
文
の
『
眺
望
集
』
を
使
用
）

の
二
十
二
葉
の
短
冊
に
つ
い
て
も
下
草
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
以
下
の
七
葉
に
お
い
て
下
草
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
四
五
の
織
田
信
雄
の
下
草
が
第

五
句
の
末
一
字
で
あ
る
以
外
は
、
全
て
第
三
句
の
末
一
字
で
あ
る
。

四
五
の
織
田
信
雄
（「
山
と
な
て
し
こ
」
の
「
こ
」）

四
七
の
細
川
成
之
（「
あ
ら
い
そ
の
」
の
「
の
」）

四
九
の
今
川
範
政
（「
を
と
よ
り
も
」
の
「
も
」）

五
七
の
毛
利
元
就
（「
夜
に
し
あ
ら
は
」
の
「
は
」）

五
八
の
小
早
川
隆
景
（「
軒
は
あ
れ
て
」
の
「
て
」）

　
室
町
時
代
は
公
家
文
化
と
武
家
文
化
が
融
合
し
た
時
代
で
あ
り
、
将
軍
は
勿
論
の
こ

と
守
護
大
名
に
も
和
歌
や
書
に
秀
で
た
人
物
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
文
化
傾
向
は

後
の
時
代
に
ま
で
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
小
松
『
手
鑑
』
に
掲
げ
ら
れ
た
武
将

げ
ら
れ
た
、
短
冊
番
号
（
同
書
の
短
冊
図
版
右
下
に
つ
け
ら
れ
た
漢
数
字
の
短
冊
通
し

番
号
、
以
下
同
様
）
六
五
〇
の
堯
孝
の
短
冊
が
そ
う
で
あ
る
。
堯
孝
は
公
卿
で
は
な
い

が
、『
新
続
古
今
和
歌
集
』
撰
進
の
際
に
和
歌
所
開
闔
と
な
り
、
飛
鳥
井
雅
世
を
補
佐

し
た
。
少
な
く
と
も
、
尊
貴
な
方
々
に
学
ん
だ
り
交
流
を
持
っ
た
り
し
た
人
々
（
或
い

は
さ
ら
に
加
え
て
、
そ
の
門
下
の
人
々
）
は
、
下
草
と
い
う
書
式
に
つ
い
て
知
悉
し
て

お
り
、
自
ら
の
短
冊
に
下
草
を
用
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
中
臣
・
小
松
の
言
う
女
房
短
冊
で
あ
る
が
、
橋
本
『
手
鑑
』
で
は
手
鑑
の
下

巻
表
の
末
尾
に
、
比
丘
尼
御
所
の
尼
公
二
方
に
続
き
、
上
臈
・
典
侍
・
勾
当
内
侍
ほ
か

「
伏
見
宮
関
係
女
流
」
の
短
冊
が
四
二
葉
押
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
似
た
よ
う
な
ス

タ
イ
ル
で
書
か
れ
て
お
り
、
下
草
の
無
い
短
冊
は
僅
か
に
五
葉
に
と
ど
ま
り
、
殆
ん
ど

の
短
冊
に
下
草
が
見
ら
れ
る
女
房
短
冊
で
は
、
下
草
を
書
く
こ
と
を
前
提
に
文
字
が
書

か
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
橋
本
『
手
鑑
』
の
６
１
５

短
冊
（
図
２
）
で
は
、
第
一
行
で
第
三
句
の
「
な
き
身
と
て
」
の
「
と
て
」、
第
二
行

で
第
五
句
の
「
ま
と
の
と
も
し
ひ
」
の
「
も
し
ひ
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
下
草
と
な
っ
て
い

る
。
注
目
す
べ
き
は
、
第
二
行
が
第
一
行
に
比
べ
て
ゆ
っ
た
り
と
し
た
間
隔
で
書
か
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
も
し
ひ
」
の
三
字
を
下
草
に
し
よ
う
と
し
て
書
か
れ
た
か
ら

で
は
な
い
か
。
下
草
は
高
貴
な
女
性
短
冊
・
女
房
短
冊
に
欠
か
せ
な
い
も
の
、
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

　
図
２
　
橋
本
『
手
鑑
』「
伏
見
宮
関
係
女
流
短
冊
」
よ
り
６
１
５
短
冊
（
部
分
）

一
一

266



内 田 誠 一

（
３
）
下
草
の
字
数
　

　
下
草
の
字
数
に
つ
い
て
、
中
臣
・
弥
富
・
多
賀
・
久
曽
神
・
小
松
・
神
作
の
諸
家
は
、

下
草
の
字
数
に
つ
い
て
、
一
、二
字
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
猪
熊
の
み
「
二
三
字

ま
た
は
甚
し
く
は
五
六
字
」
と
し
、
さ
ら
に
「（
下
草
の
）
最
も
多
い
の
が
、
後
土
御

門
天
皇
の
宸
翰
で
、
下
草
の
字
も
三
字
以
上
五
字
に
わ
た
る
も
の
す
ら
あ
る
」
と
す

る
。
こ
れ
は
ど
う
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
確
か
に
下
草
は
仮
名
一
字
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
真
名
一
字
も
ご
く
稀
に
見
ら
れ

る
。
さ
き
に
、「
二
、
先
行
文
献
に
見
る
「
下
草
」
の
定
義
」
で
引
用
し
た
小
松
『
手

鑑
』
を
繙
い
て
幾
つ
か
挙
例
し
た
い
。
短
冊
番
号
九
七
の
増
運
准
后
短
冊
の
第
三
句

「
今
朝
も
猶
」
の
「
猶
」。
三
一
二
の
飛
鳥
井
雅
世
短
冊
の
第
三
句
「
ね
を
や
鳴
」
の

「
鳴
」。
そ
し
て
、
六
五
〇
の
堯
孝
短
冊
の
第
三
句
「
夜
は
の
月
」
の
「
月
」
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
よ
う
。
次
に
多
い
の
が
仮
名
二
字
で
、
ご
く
稀
に
二
字
の
う
ち
の
一
字
が
真
名

で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
三
字
以
上
の
下
草
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
稀
で
は
あ
る
が
、
そ

の
一
例
と
し
て
、
小
松
『
手
鑑
』
の
四
〇
五
の
下
冷
泉
為
景
短
冊
（
図
４
）
を
挙
げ

る
。
こ
の
短
冊
で
は
な
ん
と
第
三
句
の
全
て
「
朝
な
〳
〵
」
が
下
草
と
な
っ
て
い
る
。

真
名
の
「
朝
」
と
仮
名
の
「
な
」、
そ
し
て
踊
り
字
（
く
の
字
点
）
も
入
る
極
め
て
珍

し
い
例
と
言
え
よ
う
。

　
図
４
　
下
冷
泉
為
景
短
冊
（
部
分
）

の
和
歌
短
冊
九
〇
葉
は
、
堂
上
の
短
冊
書
式
を
完
全
に
マ
ス
タ
ー
し
た
も
の
と
言
っ
て

も
よ
い
も
の
で
あ
り
、
宮
廷
の
和
歌
文
化
・
短
冊
文
化
を
正
し
く
受
容
し
た
も
の
と
評

す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
九
〇
葉
の
短
冊
の
う
ち
一
割
弱
の
短
冊
で
下
草
が
見
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
不
思
議
で
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。
小
松
『
手
鑑
』
に
挙
げ
ら
れ

た
武
将
で
、
掲
出
さ
れ
た
短
冊
に
下
草
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
の

武
将
が
下
草
を
用
い
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　
な
お
、
尊
貴
な
方
々
と
の
交
流
の
な
い
地
下
人
や
一
般
庶
民
の
短
冊
の
中
に
も
、
下

草
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
ご
く
稀
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
堂
上
方
の
短
冊
書
式
の
影
響
を
受

け
た
と
い
う
よ
り
、
別
な
原
因
に
因
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
老
年
で
視
力
も
衰

え
、
行
末
が
詰
ま
っ
て
上
句
や
下
句
の
一
二
字
が
書
き
き
れ
な
く
な
り
、
や
む
を
得
ず

左
下
に
文
字
を
書
き
添
え
た
例
が
あ
る
。
図
３
の
釈
行
遵
短
冊
で
は
、
第
三
句
の
「
く

れ
な
ゐ
の
」
の
「
な
ゐ
の
」
が
第
一
行
の
左
下
に
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
。「
な
ゐ
の
」

は
下
草
で
は
あ
り
得
ず
、
第
一
行
が
詰
ま
っ
て
し
か
た
な
く
左
に
書
き
入
れ
た
感
が
あ

る
。
他
に
、
文
字
の
布
置
（
割
り
振
り
）
に
慣
れ
て
い
な
い
幼
少
の
子
ど
も
が
書
い
た

短
冊
に
も
同
様
の
例
を
見
る
こ
と
が
あ
る
。

　
図
３
　
釈
行
遵
短
冊

一
二

和歌短冊「下草」考　―その独特な書式について―

て
「
も
と
く
さ
」
と
い
う
読
み
方
（
な
い
し
は
読
み
く
せ
）
が
存
在
し
て
い
た
が
、
何

ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
、
明
治
か
大
正
頃
よ
り
そ
の
読
み
方
が
「
し
た
く
さ
」
へ
と
変

わ
っ
て
い
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
本
稿
の
英
文
タ
イ
ト
ル
に
お
い
て

「
下
草
」
をm

otokusa

と
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
し
た
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
推
論
に
因
る
。�

　
さ
て
、
こ
れ
ま
で
「
下
草
」
に
関
す
る
諸
説
を
検
討
し
て
き
た
が
、
そ
れ
を
基
に

「
下
草
」
を
正
確
に
定
義
し
、
そ
し
て
説
明
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

下
草
と
は
、
第
一
行
、
第
二
行
の
行
末
が
詰
ま
っ
て
書
き
き
れ
な
い
文
字
を
左
脇
に
書

き
添
え
る
書
式
な
い
し
は
書
き
添
え
た
文
字
の
こ
と
。
女
房
短
冊
、
宸
翰
御
製
短
冊
で

多
く
用
い
ら
れ
る
。
下
草
の
字
数
は
一
字
、
二
字
が
多
い
が
、
女
房
短
冊
や
宸
翰
御
製

短
冊
の
場
合
は
署
名
す
る
必
要
が
な
く
、
短
冊
下
部
の
空
白
が
生
じ
る
た
め
、
時
に
三

字
以
上
に
な
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
書
式
の
影
響
を
受
け
て
公
卿
も
下
草
を
用

い
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
天
皇
や
公
卿
と
交
流
し
た
人
物
の
短
冊
（
将
軍
や
武
将
な

ど
）
に
も
下
草
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

四
、
後
奈
良
天
皇
御
製
宸
翰
短
冊
に
見
る
「
下
草
」
の
多
用

　
或
る
字
数
を
一
行
に
収
め
ね
ば
な
ら
ぬ
の
に
、
ど
う
し
て
も
詰
ま
っ
て
収
ま
り
そ
う

に
な
い
場
合
、
古
来
行
わ
れ
て
き
た
逃
げ
道
の
一
つ
に
、
二
字
を
恰
も
一
字
に
合
体
さ

せ
た
よ
う
に
す
る
方
法
が
あ
る
。

　
例
え
ば
、
和
歌
懐
紙
の
位
署
（
官
位
と
姓
名
を
記
し
た
部
分
）
で
「
藤
原
朝
臣
」
の

四
字
を
二
字
分
の
ス
ペ
ー
ス
に
収
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、「
藤
」
の

字
の
「
月
」
と
「
𣳾𣳾
𣳾𣳾

𣳾
𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾













𣳾𣳾
𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾






間
に
「
臣
」
の
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
書
き
入
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
字
を
一
字
の
よ
う

に
記
す
方
法
は
、
和
歌
短
冊
に
お
い
て
も
偶
に
見
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
二
字
で
も

可
能
で
は
な
い
た
め
、
時
に
応
用
が
効
き
に
く
い
難
点
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
下
草
な
ら
ば
一
字
二
字
で
あ
れ
ば
短
冊
の
中
で
上
手
く
収
め
る
こ
と
が

　
下
草
の
字
数
に
つ
い
て
猪
熊
は
「
甚
し
く
は
五
六
字
」
と
す
る
。
猪
熊
は
有
職
故
実

家
で
あ
り
、
宸
翰
の
収
蔵
家
に
し
て
研
究
家
・
鑑
定
家
で
あ
っ
た
た
め
、
珍
し
い
短
冊

を
見
る
機
会
が
多
く
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
経
験
か
ら
発
す
る
「
後
土
御
門
天

皇
の
宸
翰
で
、
下
草
の
字
も
三
字
以
上
五
字
に
わ
た
る
も
の
」
と
い
う
指
摘
も
、
稿
者

の
鑑
賞
体
験
（
注
２
）
と
重
ね
合
わ
せ
て
充
分
肯
ん
ぜ
ら
れ
る
。
以
上
の
検
討
か
ら
、

下
草
の
字
数
は
一
二
字
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
三
字
四
字
と
い
う
こ
と
も
稀
に
有
り
、

甚
だ
し
く
は
五
字
六
字
の
例
も
無
い
わ
け
で
は
な
い
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

（
４
）「
下
草
」
の
読
み
は
「
し
た
く
さ
」
か
「
も
と
く
さ
」
か

　「
下
草
」
を
「
も
と
く
さ
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
と
す
る
の
は
猪
熊
の
み
で
あ
る
よ

う
だ
。
注
目
す
べ
き
は
、
猪
熊
の
「
こ
れ
を
「
し
た
く
さ
」
と
は
い
わ
な
い
で
、「
も

と
く
さ
」
と
い
う
。
古
書
に
は
皆
さ
う
い
う
仮
名
附
に
な
っ
て
い
る
」
と
言
う
指
摘
で

あ
ろ
う
。
た
だ
、「
古
書
」
と
だ
け
あ
っ
て
具
体
的
書
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
は

遺
憾
で
あ
る
。
し
か
し
小
松
博
士
が
女
房
短
冊
を
説
明
す
る
際
に
、『
持
明
院
書
法
家

伝
』
が
『
短
冊
夜
鶴
庭
訓
抄
』
を
引
用
し
て
い
る
部
分
を
提
示
し
た
箇
所
（
本
論
三
頁

上
段
）
が
、
端
無
く
も
そ
の
遺
憾
の
念
を
払
拭
し
て
く
れ
る
よ
う
だ
。
そ
れ
は
「
女
房

た
ん
さ
く
は
下
の
句
を
さ
け
て
書
。
も
と
□
さ
か
く
へ
し
」
の
部
分
で
あ
る
。
即
ち

「
女
房
短
冊
は
（
上
の
句
よ
り
も
）
下
の
句
を
少
し
下
げ
て
書
く
」
と
あ
り
、
次
に
一

字
虫
喰
い
か
何
か
で
不
鮮
明
な
一
字
を
含
む
「
も
と
□
さ
か
く
へ
し
」
が
続
く
。
慎
重

を
期
す
小
松
博
士
は
、
そ
の
部
分
を
□
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
稿
者
内
田
は
、
□
に

「
く
」
の
字
を
入
れ
て
「
も
と
く
さ
書
く
べ
し
」
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
愚
考
す
る
。

女
房
短
冊
に
は
下
草
が
非
常
に
多
用
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
仮
に
、「
く
」
の
字
が
入
る
と
い
う
稿
者
の
推
測
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、『
短
冊
夜
鶴

庭
訓
抄
』
の
著
者
は
、「
下
草
」
を
も
と
く
さ
と
読
ん
で
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら

に
、
猪
熊
の
「
古
書
に
は
皆
さ
う
い
う
仮
名
附
に
」
と
い
う
指
摘
を
ま
す
ま
す
重
く
受

け
止
め
ら
れ
よ
う
。
い
つ
の
頃
か
ら
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
来
、
短
冊
故
実
に
お
い

一
三
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和歌短冊「下草」考　―その独特な書式について―

て
「
も
と
く
さ
」
と
い
う
読
み
方
（
な
い
し
は
読
み
く
せ
）
が
存
在
し
て
い
た
が
、
何

ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
、
明
治
か
大
正
頃
よ
り
そ
の
読
み
方
が
「
し
た
く
さ
」
へ
と
変

わ
っ
て
い
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
本
稿
の
英
文
タ
イ
ト
ル
に
お
い
て

「
下
草
」
をm

otokusa

と
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
し
た
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
推
論
に
因
る
。�

　
さ
て
、
こ
れ
ま
で
「
下
草
」
に
関
す
る
諸
説
を
検
討
し
て
き
た
が
、
そ
れ
を
基
に

「
下
草
」
を
正
確
に
定
義
し
、
そ
し
て
説
明
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

下
草
と
は
、
第
一
行
、
第
二
行
の
行
末
が
詰
ま
っ
て
書
き
き
れ
な
い
文
字
を
左
脇
に
書

き
添
え
る
書
式
な
い
し
は
書
き
添
え
た
文
字
の
こ
と
。
女
房
短
冊
、
宸
翰
御
製
短
冊
で

多
く
用
い
ら
れ
る
。
下
草
の
字
数
は
一
字
、
二
字
が
多
い
が
、
女
房
短
冊
や
宸
翰
御
製

短
冊
の
場
合
は
署
名
す
る
必
要
が
な
く
、
短
冊
下
部
の
空
白
が
生
じ
る
た
め
、
時
に
三

字
以
上
に
な
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
書
式
の
影
響
を
受
け
て
公
卿
も
下
草
を
用

い
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
天
皇
や
公
卿
と
交
流
し
た
人
物
の
短
冊
（
将
軍
や
武
将
な

ど
）
に
も
下
草
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

四
、
後
奈
良
天
皇
御
製
宸
翰
短
冊
に
見
る
「
下
草
」
の
多
用

　
或
る
字
数
を
一
行
に
収
め
ね
ば
な
ら
ぬ
の
に
、
ど
う
し
て
も
詰
ま
っ
て
収
ま
り
そ
う

に
な
い
場
合
、
古
来
行
わ
れ
て
き
た
逃
げ
道
の
一
つ
に
、
二
字
を
恰
も
一
字
に
合
体
さ

せ
た
よ
う
に
す
る
方
法
が
あ
る
。

　
例
え
ば
、
和
歌
懐
紙
の
位
署
（
官
位
と
姓
名
を
記
し
た
部
分
）
で
「
藤
原
朝
臣
」
の

四
字
を
二
字
分
の
ス
ペ
ー
ス
に
収
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、「
藤
」
の

字
の
「
月
」
と
「
𣳾𣳾
𣳾𣳾

𣳾
𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾













𣳾𣳾
𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾






間
に
「
臣
」
の
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
書
き
入
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
字
を
一
字
の
よ
う

に
記
す
方
法
は
、
和
歌
短
冊
に
お
い
て
も
偶
に
見
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
二
字
で
も

可
能
で
は
な
い
た
め
、
時
に
応
用
が
効
き
に
く
い
難
点
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
下
草
な
ら
ば
一
字
二
字
で
あ
れ
ば
短
冊
の
中
で
上
手
く
収
め
る
こ
と
が

　
下
草
の
字
数
に
つ
い
て
猪
熊
は
「
甚
し
く
は
五
六
字
」
と
す
る
。
猪
熊
は
有
職
故
実

家
で
あ
り
、
宸
翰
の
収
蔵
家
に
し
て
研
究
家
・
鑑
定
家
で
あ
っ
た
た
め
、
珍
し
い
短
冊

を
見
る
機
会
が
多
く
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
経
験
か
ら
発
す
る
「
後
土
御
門
天

皇
の
宸
翰
で
、
下
草
の
字
も
三
字
以
上
五
字
に
わ
た
る
も
の
」
と
い
う
指
摘
も
、
稿
者

の
鑑
賞
体
験
（
注
２
）
と
重
ね
合
わ
せ
て
充
分
肯
ん
ぜ
ら
れ
る
。
以
上
の
検
討
か
ら
、

下
草
の
字
数
は
一
二
字
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
三
字
四
字
と
い
う
こ
と
も
稀
に
有
り
、

甚
だ
し
く
は
五
字
六
字
の
例
も
無
い
わ
け
で
は
な
い
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

（
４
）「
下
草
」
の
読
み
は
「
し
た
く
さ
」
か
「
も
と
く
さ
」
か

　「
下
草
」
を
「
も
と
く
さ
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
と
す
る
の
は
猪
熊
の
み
で
あ
る
よ

う
だ
。
注
目
す
べ
き
は
、
猪
熊
の
「
こ
れ
を
「
し
た
く
さ
」
と
は
い
わ
な
い
で
、「
も

と
く
さ
」
と
い
う
。
古
書
に
は
皆
さ
う
い
う
仮
名
附
に
な
っ
て
い
る
」
と
言
う
指
摘
で

あ
ろ
う
。
た
だ
、「
古
書
」
と
だ
け
あ
っ
て
具
体
的
書
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
は

遺
憾
で
あ
る
。
し
か
し
小
松
博
士
が
女
房
短
冊
を
説
明
す
る
際
に
、『
持
明
院
書
法
家

伝
』
が
『
短
冊
夜
鶴
庭
訓
抄
』
を
引
用
し
て
い
る
部
分
を
提
示
し
た
箇
所
（
本
論
三
頁

上
段
）
が
、
端
無
く
も
そ
の
遺
憾
の
念
を
払
拭
し
て
く
れ
る
よ
う
だ
。
そ
れ
は
「
女
房

た
ん
さ
く
は
下
の
句
を
さ
け
て
書
。
も
と
□
さ
か
く
へ
し
」
の
部
分
で
あ
る
。
即
ち

「
女
房
短
冊
は
（
上
の
句
よ
り
も
）
下
の
句
を
少
し
下
げ
て
書
く
」
と
あ
り
、
次
に
一

字
虫
喰
い
か
何
か
で
不
鮮
明
な
一
字
を
含
む
「
も
と
□
さ
か
く
へ
し
」
が
続
く
。
慎
重

を
期
す
小
松
博
士
は
、
そ
の
部
分
を
□
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
稿
者
内
田
は
、
□
に

「
く
」
の
字
を
入
れ
て
「
も
と
く
さ
書
く
べ
し
」
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
愚
考
す
る
。

女
房
短
冊
に
は
下
草
が
非
常
に
多
用
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
仮
に
、「
く
」
の
字
が
入
る
と
い
う
稿
者
の
推
測
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、『
短
冊
夜
鶴

庭
訓
抄
』
の
著
者
は
、「
下
草
」
を
も
と
く
さ
と
読
ん
で
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら

に
、
猪
熊
の
「
古
書
に
は
皆
さ
う
い
う
仮
名
附
に
」
と
い
う
指
摘
を
ま
す
ま
す
重
く
受

け
止
め
ら
れ
よ
う
。
い
つ
の
頃
か
ら
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
来
、
短
冊
故
実
に
お
い

一
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内 田 誠 一

番
号	

歌
題	

第
一
行
の
下
草	

第
二
行
の
下
草

○
１�

立
春�

か
（
可
）
く

○
２�

立
春�

み
（
見
）�

〔
ら
ん
（
覧
）
―
左
寄
せ
〕

○
３�

山
立
春�

�

む
（
舞
）

○
４�

山
早
春�

し�

〔
国
―
左
寄
せ
〕

◎
５�

子
日�

よ
り
（
里
）�

む
（
舞
）

○
６�

霞
始
聳�

を�

〔
な
（
那
）
―
左
寄
せ
〕

○
７�

春
鶯
呼
客�

と
（
登
）

　
８�

き
　
若
紫

�

※
「
き
」
は
置
字

○
９�

尋
若
菜�

も�

〔
原
―
左
寄
せ
〕

　
１
０�

竹
残
雪�

�

〔
か
せ
（
勢
）
―
左
寄
せ
〕

◎
１
１�

余
寒
嵐�

の�

も
（
茂
）

○
１
２�

渓
余
寒�

〔
や
―
左
寄
せ
〕�

む
（
舞
）

　
１
３�

梅
有
遅
速�

○
１
４�

岡
春
曙�

て�

〔
宿
―
左
寄
せ
〕

○
１
５�

帰
鴈
幽�

�

ん

○
１
６�

見
花�

を�

〔
な
（
奈
）
―
左
寄
せ
〕

　
１
７�

見
花
恋
友

○
１
８�

翫
花�

て
（
氐
）

　
１
９�

馴
花�

�

〔
も
と
―
右
寄
せ
〕

○
２
０�

野
花�

�

〔
け
（
気
）
―
左
寄
せ
〕

○
２
１�

松
隔
花�

�

か
な
（
可
那
）

○
２
２�
河
辺
款
冬�

に
（
爾
）

◎
２
３�
松
藤�

ほ
す
（
保
春
）�

み
（
三
）

◎
２
４�

墻
上
藤�

の
（
農
）�

ら
ん
（
覧
）

可
能
で
あ
る
。
こ
れ
が
例
え
ば
第
一
行
末
に
四
字
五
字
の
下
草
を
入
れ
る
と
な
る
と
、

短
冊
下
部
の
空
間
を
左
隣
の
署
名
と
鬩
ぎ
合
う
仕
儀
と
な
る
。
天
皇
宸
翰
御
製
短
冊
で

は
署
名
を
し
な
い
決
ま
り
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
第
二
行
の
下
辺
り
は
空
白
部
分
が
あ

る
。
よ
っ
て
、
下
草
を
好
ん
だ
後
土
御
門
天
皇
の
短
冊
で
は
、
猪
熊
の
言
う
「
下
草
の

字
も
三
字
以
上
五
字
に
わ
た
る
」
と
い
う
こ
と
も
可
能
な
わ
け
で
あ
る
。

　
で
は
、
下
草
と
は
、
字
が
詰
ま
っ
た
場
合
の
逃
げ
道
と
い
う
目
的
だ
け
な
の
で
あ
ろ

う
か
。
下
草
を
多
用
し
た
後
奈
良
天
皇
は
、
御
製
短
冊
で
か
な
り
下
草
を
加
え
て
い

る
。
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
後
奈
良
天
皇
の
下
草
の
使
用
情
況
を
把
握
す
る
た
め

に
、
久
曽
神
昇
『
後
奈
良
天
皇
宸
翰
短
冊
覚
書
』（
未
刊
行
国
文
資
料
刊
行
会
、

一
九
七
六
年
、
以
下
久
曽
神
『
覚
書
』）
を
用
い
て
、
下
草
使
用
情
況
を
調
査
し
て
み

た
。
こ
の
短
冊
群
は
、
同
書
の
あ
と
書
き
に
は
、
京
都
の
門
跡
寺
院
か
ら
発
見
さ
れ
た

も
の
と
あ
る
。
ま
ず
、
写
真
版
で
収
め
ら
れ
て
い
る
短
冊
七
五
葉
の
第
一
行
と
第
二
行

に
み
ら
れ
る
下
草
の
文
字
を
抜
き
出
し
た
。
ま
た
、
下
草
と
は
言
え
な
い
が
、
左
右
に

少
し
寄
せ
て
書
か
れ
た
も
の
が
見
ら
れ
た
（
本
稿
で
は
こ
れ
を
仮
に
「
疑
似
下
草
」
と

呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
の
で
、
こ
れ
も
当
該
文
字
を
抜
き
出
し
た
。

後
奈
良
天
皇
宸
翰
短
冊
七
十
五
葉
に
お
け
る
「
下
草
」
分
析
表

凡
　
例

一
、�　
番
号
上
の
〇
は
第
一
行
ま
た
は
第
二
行
の
ど
ち
ら
か
に
下
草
が
見
ら
れ
る

も
の
、
◎
は
第
一
、
第
二
の
双
行
に
下
草
が
見
ら
れ
る
も
の
を
示
す
。

二
、�　
下
草
に
変
体
仮
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
は
（�

）
内
に
字
母
を
記
し

た
。

三
、�　
疑
似
下
草
の
文
字
は
亀
甲
パ
ー
レ
ン
で
括
り
、
左
寄
せ
か
右
寄
せ
か
に
つ

い
て
表
記
し
た
。

一
四

和歌短冊「下草」考　―その独特な書式について―

◎
５
１�

霰�

は
（
者
）�
か
な
（
可
那
）

◎
５
２�

芦
洲
水�

の�
つ
ゝ

　
５
３�

水
鳥

　
５
４�

寒
月

◎
５
５�

深
雪�

を�

も
（
茂
）

◎
５
６�

雪
埋
竹�

も�

し
て
（
氐
）

○
５
７�

海
辺
松
雪�

し

◎
５
８�

炭
竈�

や�

か
ま
（
可
満
）

○
５
９�

寄
雨
恋�

た
に
（
多
爾
）

◎
６
０�

寄
河
恋�

河�

し

◎
６
１�

寄
初
草
恋�

の�

思

○
６
２�

寄
忍
草
恋�

さ
（
左
）

◎
６
３�

寄
衣
恋�

く�

ん

○
６
４�

寄
弓
恋�

�

も
（
毛
）

　
６
５�

海
路�

　
６
６�

田
家�

〔
に
（
爾
）
―
左
寄
せ
〕

◎
６
７�

田
里�

に
（
爾
）�

む
（
舞
）

○
６
８�

岸
苔�

�

に
（
爾
）

◎
６
９�

松
作
友�

そ�

さ
（
左
）

○
７
０�

な
　
鶴�

�

〔
こ
ゑ
―
左
寄
せ
〕

�

※
「
な
」
は
置
字

◎
７
１�

閑
中
灯�

も�

火

○
７
２�

け
　
眺
望�

の
（
農
）

�

※
「
け
」
は
置
字

◎
７
３�

述
懐�

風�

て
（
氐
）

◎
７
４�

述
懐�

て
（
伝
）�

し

○
２
５�

暮
春�

の
（
農
）�

〔
け
ん
―
左
寄
せ
〕

　
２
６�

暮
春�

〔
の
―
左
寄
せ
〕�

〔
は
―
左
寄
せ
〕

○
２
７�

暮
春
藤�

�

を

　
２
８�

卯
花�

○
２
９�

待
郭
公�

〔
の
―
左
寄
せ
〕�

す
（
春
）

◎
３
０�

聞
郭
公�

れ
（
連
）�

空

　
３
１�

杜
郭
公�

○
３
２�

早
苗�

き

○
３
３�

採
早
苗�

も
（
毛
）�

○
３
４�

廬
橘�

�

ん

○
３
５�

夜
鹿�

�

き
（
支
）

◎
３
６�

鹿
声
幽�

て�

し

○
３
７�

秋
夕�

し

◎
３
８�

田
家
秋
夕�

の
（
農
）�

き

◎
３
９�

八
月
十
五
夜�

よ
り
（
里
）�

も
（
裳
）

　
４
０�

山
月�

�

〔
雲
―
左
寄
せ
〕

○
４
１�

月
出
山�

の
（
農
）

○
４
２�

山
中
月�

ろ
（
路
）�

◎
４
３�

嶺
月�

を�

月
哉

○
４
４�

船
中
月�

の
（
農
）

○
４
５�

霧�

に
（
爾
）

　
４
６�

紅
葉
山
錦�

�

〔
ん
―
左
寄
せ
〕

○
４
７�

河
紅
葉�

〔
雨
―
右
寄
せ
〕�

む
（
舞
）

◎
４
８�

紅
葉
留
人�

の
（
能
）�

け
り
（
介
利
）

○
４
９�

時
雨�

し

○
５
０�

霜�
�

に
（
耳
）

一
五
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和歌短冊「下草」考　―その独特な書式について―

◎
５
１�

霰�

は
（
者
）�

か
な
（
可
那
）

◎
５
２�

芦
洲
水�

の�

つ
ゝ

　
５
３�

水
鳥

　
５
４�

寒
月

◎
５
５�

深
雪�

を�

も
（
茂
）

◎
５
６�

雪
埋
竹�

も�

し
て
（
氐
）

○
５
７�

海
辺
松
雪�

し

◎
５
８�

炭
竈�

や�

か
ま
（
可
満
）

○
５
９�

寄
雨
恋�

た
に
（
多
爾
）

◎
６
０�

寄
河
恋�

河�

し

◎
６
１�

寄
初
草
恋�

の�

思

○
６
２�

寄
忍
草
恋�

さ
（
左
）

◎
６
３�

寄
衣
恋�

く�

ん

○
６
４�

寄
弓
恋�

�

も
（
毛
）

　
６
５�

海
路�

　
６
６�

田
家�

〔
に
（
爾
）
―
左
寄
せ
〕

◎
６
７�

田
里�

に
（
爾
）�

む
（
舞
）

○
６
８�

岸
苔�

�

に
（
爾
）

◎
６
９�

松
作
友�

そ�

さ
（
左
）

○
７
０�

な
　
鶴�

�

〔
こ
ゑ
―
左
寄
せ
〕

�

※
「
な
」
は
置
字

◎
７
１�

閑
中
灯�

も�

火

○
７
２�

け
　
眺
望�

の
（
農
）

�
※
「
け
」
は
置
字

◎
７
３�
述
懐�

風�

て
（
氐
）

◎
７
４�

述
懐�

て
（
伝
）�

し

○
２
５�

暮
春�

の
（
農
）�

〔
け
ん
―
左
寄
せ
〕

　
２
６�

暮
春�

〔
の
―
左
寄
せ
〕�

〔
は
―
左
寄
せ
〕

○
２
７�

暮
春
藤�

�

を

　
２
８�

卯
花�

○
２
９�
待
郭
公�

〔
の
―
左
寄
せ
〕�

す
（
春
）

◎
３
０�
聞
郭
公�

れ
（
連
）�

空

　
３
１�

杜
郭
公�

○
３
２�

早
苗�
き

○
３
３�

採
早
苗�
も
（
毛
）�

○
３
４�

廬
橘�

�

ん

○
３
５�

夜
鹿�

�

き
（
支
）

◎
３
６�

鹿
声
幽�

て�

し

○
３
７�

秋
夕�

し

◎
３
８�

田
家
秋
夕�

の
（
農
）�
き

◎
３
９�

八
月
十
五
夜�

よ
り
（
里
）�

も
（
裳
）

　
４
０�

山
月�

�

〔
雲
―
左
寄
せ
〕

○
４
１�

月
出
山�

の
（
農
）

○
４
２�

山
中
月�

ろ
（
路
）�

◎
４
３�

嶺
月�

を�

月
哉

○
４
４�

船
中
月�

の
（
農
）

○
４
５�

霧�

に
（
爾
）

　
４
６�

紅
葉
山
錦�

�

〔
ん
―
左
寄
せ
〕

○
４
７�

河
紅
葉�

〔
雨
―
右
寄
せ
〕�

む
（
舞
）

◎
４
８�

紅
葉
留
人�

の
（
能
）�

け
り
（
介
利
）

○
４
９�

時
雨�

し

○
５
０�

霜�
�

に
（
耳
）

一
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内 田 誠 一

　
図
５
　
甘
露
寺
伊
長
短
冊

　
と
こ
ろ
が
、
後
奈
良
天
皇
の
短
冊
は
親
王
時
代
は
措
く
と
し
て
即
位
後
の
短
冊
で
は

す
っ
き
り
と
し
た
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
意
図
的
に
書
か
れ
た
と
し

か
言
え
な
い
下
草
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
行
末
の
文
字
を
左
寄
せ
し
て
い
る
例
が

か
な
り
見
ら
れ
た
。
な
ぜ
、
左
寄
せ
さ
れ
た
の
か
。

　
ま
ず
、
親
王
時
代
の
天
皇
の
短
冊
（
図
６
）
を
掲
げ
て
み
た
い
。

　
図
６
　
知
仁
親
王
時
代
の
短
冊

　
こ
の
短
冊
で
は
、
第
三
句
の
「
ゆ
く
末
に
」
の
「
に
」
の
字
が
下
草
と
し
て
、
直
前

の
「
末
」
の
字
の
左
下
に
下
草
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
親
王
時
代
の
染
筆
に
よ
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
御
名
「
知
仁
」
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
短
冊
の
最
下
部
に

お
い
て
、「
末
」
の
字
と
変
体
仮
名
の
「
に
（
爾
）」、
そ
し
て
御
名
の
一
部
の
「
仁
」

○
７
５�

石
清
水�

水

　後
奈
良
天
皇
宸
翰
短
冊
七
五
葉
に
お
け
る
下
草
使
用
率

第
一
行�

下
草
使
用
率�

47
／
75�

六
三
パ
ー
セ
ン
ト

�

疑
似
下
草
使
用
率�

５
／
75�

�

七
パ
ー
セ
ン
ト

�

合
計�

52
／
75�

六
九
パ
ー
セ
ン
ト

�

第
二
行�
下
草
使
用
率�

35
／
75�

四
七
パ
ー
セ
ン
ト

�
疑
似
下
草
使
用
率�

14
／
75�

一
九
パ
ー
セ
ン
ト

�

合
計�

49
／
75�

六
五
パ
ー
セ
ン
ト

�

第
一
行
か
第
二
行
の
何
れ
か�

下
草
使
用
率�

36
／
75�

四
八
パ
ー
セ
ン
ト

第
一
、
第
二
行
の
双
方�

下
草
使
用
率�
23
／
75�

三
〇
パ
ー
セ
ン
ト

�

疑
似
下
草
使
用
率�
１
／
75�

一
、三
パ
ー
セ
ン
ト

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
後
奈
良
天
皇
の
下
草
の
偏
愛
は
ま
こ
と
に
顕
著
で
あ

る
。
そ
し
て
、
後
奈
良
天
皇
の
書
か
れ
る
下
草
は
、
決
し
て
行
末
が
詰
ま
っ
た
ゆ
え
の

も
の
で
は
な
い
。
比
較
の
た
め
に
、
ま
ず
字
が
詰
ま
っ
て
や
む
を
得
ず
下
草
を
用
い
た

例
と
し
て
室
町
時
代
の
甘
露
寺
伊
長
の
短
冊
（
図
５
）
を
掲
げ
る
。
第
三
句
の
「
つ
ま

こ
と
に
」
の
部
分
で
「
つ
（
徒
）」
の
字
の
中
に
「
ま
（
万
）」
を
入
れ
た
も
の
の
、

「
こ
」
の
字
で
行
が
終
わ
っ
た
た
め
、
仕
方
な
く
「
と
に
」
の
二
字
を
下
草
と
し
て
い

る
。
第
三
句
の
五
字
が
密
集
し
て
窮
屈
に
な
っ
て
い
る
の
が
一
目
で
解
ろ
う
。

一
六

和歌短冊「下草」考　―その独特な書式について―

　
図
８
　
久
曽
神
『
短
冊
覚
書
』
所
載
短
冊
（
通
し
番
号
11
「
餘
寒
嵐
」）

　
次
に
、
図
９
の
短
冊
に
お
け
る
「
左
寄
せ
」
を
見
て
み
た
い
。
第
一
行
で
は
第
三
句

の
「
外
は
あ
ら
し
」
の
「
し
」
の
字
を
下
草
と
し
て
い
る
。
第
二
行
で
は
「
わ
か
山
と

国
」
の
「
国
」
を
や
や
左
に
寄
せ
て
い
る
。
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
国
の
右
隣
り
に
「
外
」

と
い
う
字
が
あ
り
、
第
二
行
の
字
「
国
」
と
真
名
同
士
が
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
に
な

る
。「
山
と
国
」
は
「
大
和
国
」
と
の
掛
詞
で
あ
り
、「
国
家
」
と
い
う
重
い
意
味
を
持

つ
文
字
を
真
名
で
お
書
き
に
な
ろ
う
と
い
う
意
志
が
あ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
国
の

字
を
大
き
く
書
か
れ
て
も
左
寄
せ
さ
れ
て
い
る
の
で
、
窮
屈
で
は
な
い
。

　
図
９
　
久
曽
神
『
短
冊
覚
書
』
所
載
短
冊
（
通
し
番
号
４
「
山
早
春
」）

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
天
皇
が
第
二
行
で
左
寄
せ
さ
れ
て
い
る
の
は
、
右
の
行

の
文
字
と
の
空
間
が
失
わ
れ
そ
う
な
場
合
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
空
間
に
対

の
字
の
三
字
が
接
近
し
て
い
て
、
些
か
窮
屈
な
印
象
を
与
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
図
７
の

短
冊
（
こ
れ
は
久
曽
神
『
短
冊
覚
書
』
に
掲
載
〈
同
書
通
し
番
号
７
〉
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
現
在
は
散
逸
し
た
た
め
か
崇
叡
堂
文
庫
蔵
と
な
っ
て
い
る
）
で
は
、
第
二
行

が
「
う
く
ひ
す
」
を
漢
字
表
記
に
し
て
い
る
た
め
に
下
の
方
に
は
文
字
が
な
く
、
そ
の

う
え
即
位
後
は
御
名
を
書
か
な
い
の
が
故
実
で
あ
る
た
め
、
第
一
行
の
末
の
「
あ
り

と
」
の
左
側
に
は
大
き
な
空
間
が
で
き
て
、
短
冊
下
部
が
す
っ
き
り
と
し
て
い
る
。

　
図
７
　
久
曽
神
『
短
冊
覚
書
』
所
載
の
即
位
後
の
短
冊

　
こ
こ
で
仮
説
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。
天
皇
即
位
後
に
御
名
を
書
か
れ
る
こ
と
は
な

く
な
っ
た
。
短
冊
の
下
部
に
空
間
が
で
き
て
、
下
草
を
用
い
て
も
窮
屈
と
は
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
、
天
皇
は
い
ろ
い
ろ
な
形
（
文
字
）
の
下
草
を
使
わ
れ
て
、
審
美
的
・
装

飾
的
な
短
冊
書
法
を
編
み
出
さ
れ
た
。
そ
う
考
え
る
な
ら
ば
妄
説
と
な
ろ
う
か
。

　
天
皇
が
第
二
行
に
お
い
て
下
草
や
「
左
寄
せ
」
を
か
な
り
さ
れ
た
り
し
て
い
る
こ
と

は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
時
に
第
二
行
に
下
草
を
用
い
た
り
文
字

を
左
に
寄
せ
た
り
さ
れ
て
い
る
の
か
。
図
８
の
短
冊
で
は
第
一
行
末
に
「
の
」
の
字
の

下
草
が
大
き
く
書
か
れ
る
。
第
二
行
の
第
五
句
「
嵐
な
り
と
も
」
の
「
も
（
茂
）」
も

下
草
で
あ
る
。
な
ぜ
「
も
」
の
字
を
下
草
と
さ
れ
た
の
か
。
こ
の
場
合
「
も
」
の
字
を

下
草
に
せ
ず
と
も
充
分
入
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
第
一
行
の
「
さ
か
ぬ
間
の
」
の

「
ぬ
」
の
字
と
接
近
す
る
こ
と
を
嫌
わ
れ
た
の
で
は
ま
い
か
。

一
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和歌短冊「下草」考　―その独特な書式について―

　
図
８
　
久
曽
神
『
短
冊
覚
書
』
所
載
短
冊
（
通
し
番
号
11
「
餘
寒
嵐
」）

　
次
に
、
図
９
の
短
冊
に
お
け
る
「
左
寄
せ
」
を
見
て
み
た
い
。
第
一
行
で
は
第
三
句

の
「
外
は
あ
ら
し
」
の
「
し
」
の
字
を
下
草
と
し
て
い
る
。
第
二
行
で
は
「
わ
か
山
と

国
」
の
「
国
」
を
や
や
左
に
寄
せ
て
い
る
。
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
国
の
右
隣
り
に
「
外
」

と
い
う
字
が
あ
り
、
第
二
行
の
字
「
国
」
と
真
名
同
士
が
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
に
な

る
。「
山
と
国
」
は
「
大
和
国
」
と
の
掛
詞
で
あ
り
、「
国
家
」
と
い
う
重
い
意
味
を
持

つ
文
字
を
真
名
で
お
書
き
に
な
ろ
う
と
い
う
意
志
が
あ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
国
の

字
を
大
き
く
書
か
れ
て
も
左
寄
せ
さ
れ
て
い
る
の
で
、
窮
屈
で
は
な
い
。

　
図
９
　
久
曽
神
『
短
冊
覚
書
』
所
載
短
冊
（
通
し
番
号
４
「
山
早
春
」）

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
天
皇
が
第
二
行
で
左
寄
せ
さ
れ
て
い
る
の
は
、
右
の
行

の
文
字
と
の
空
間
が
失
わ
れ
そ
う
な
場
合
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
空
間
に
対

の
字
の
三
字
が
接
近
し
て
い
て
、
些
か
窮
屈
な
印
象
を
与
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
図
７
の

短
冊
（
こ
れ
は
久
曽
神
『
短
冊
覚
書
』
に
掲
載
〈
同
書
通
し
番
号
７
〉
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
現
在
は
散
逸
し
た
た
め
か
崇
叡
堂
文
庫
蔵
と
な
っ
て
い
る
）
で
は
、
第
二
行

が
「
う
く
ひ
す
」
を
漢
字
表
記
に
し
て
い
る
た
め
に
下
の
方
に
は
文
字
が
な
く
、
そ
の

う
え
即
位
後
は
御
名
を
書
か
な
い
の
が
故
実
で
あ
る
た
め
、
第
一
行
の
末
の
「
あ
り

と
」
の
左
側
に
は
大
き
な
空
間
が
で
き
て
、
短
冊
下
部
が
す
っ
き
り
と
し
て
い
る
。

　
図
７
　
久
曽
神
『
短
冊
覚
書
』
所
載
の
即
位
後
の
短
冊

　
こ
こ
で
仮
説
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。
天
皇
即
位
後
に
御
名
を
書
か
れ
る
こ
と
は
な

く
な
っ
た
。
短
冊
の
下
部
に
空
間
が
で
き
て
、
下
草
を
用
い
て
も
窮
屈
と
は
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
、
天
皇
は
い
ろ
い
ろ
な
形
（
文
字
）
の
下
草
を
使
わ
れ
て
、
審
美
的
・
装

飾
的
な
短
冊
書
法
を
編
み
出
さ
れ
た
。
そ
う
考
え
る
な
ら
ば
妄
説
と
な
ろ
う
か
。

　
天
皇
が
第
二
行
に
お
い
て
下
草
や
「
左
寄
せ
」
を
か
な
り
さ
れ
た
り
し
て
い
る
こ
と

は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
時
に
第
二
行
に
下
草
を
用
い
た
り
文
字

を
左
に
寄
せ
た
り
さ
れ
て
い
る
の
か
。
図
８
の
短
冊
で
は
第
一
行
末
に
「
の
」
の
字
の

下
草
が
大
き
く
書
か
れ
る
。
第
二
行
の
第
五
句
「
嵐
な
り
と
も
」
の
「
も
（
茂
）」
も

下
草
で
あ
る
。
な
ぜ
「
も
」
の
字
を
下
草
と
さ
れ
た
の
か
。
こ
の
場
合
「
も
」
の
字
を

下
草
に
せ
ず
と
も
充
分
入
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
第
一
行
の
「
さ
か
ぬ
間
の
」
の

「
ぬ
」
の
字
と
接
近
す
る
こ
と
を
嫌
わ
れ
た
の
で
は
ま
い
か
。

一
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造
的
に
下
草
を
交
え
な
が
ら
染
筆
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の

意
図
・
目
的
は
御
製
を
審
美
的
装
飾
的
に
認
め
よ
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。

■�

本
稿
で
掲
げ
た
短
冊
図
版
の
う
ち
、
特
に
出
典
を
記
載
し
て
い
な
い
も
の
は
、
す
べ
て
京
都
・

崇
叡
堂
文
庫
の
所
蔵
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。

注（
１
）
宗
長
門
下
の
連
歌
師
で
あ
る
荒
木
田
守
武
の
短
冊
に
、
三
字
の
下
草
（
小
松
『
手
鑑
』
の

四
五
九
の
第
三
句
「
雨
の
う
ち
は
」
の
「
う
ち
は
」）
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
後
柏
原
天
皇

の
笙
の
師
範
で
、
同
じ
く
宗
長
に
連
歌
を
学
ん
だ
豊
原
統
秋
の
短
冊
に
も
下
草
（
小
松
『
手

鑑
』
の
八
四
四
の
第
三
句
「
す
む
水
も
」
の
「
も
」）
が
見
ら
れ
る
。

（
２
）
稿
者
も
、「
冬
馬
」
と
題
さ
れ
た
後
土
御
門
天
皇
宸
翰
御
製
短
冊
を
拝
見
し
た
こ
と
が
あ
る

が
、
第
一
行
に
三
字
の
下
草
、
第
二
行
に
四
字
の
下
草

0

0

0

0

0

が
あ
り
、
か
な
り
草
卒
に
し
て
天
衣

無
縫
、
自
然
な
筆
意
の
も
の
で
あ
っ
た
。
中
村
直
勝
博
士
が
『
墨
蹟
十
号
（
御
宸
翰
特
集

号
）』（
思
文
閣
、
一
九
六
二
年
）
に
寄
せ
た
序
文
「
宸
翰
の
滋
味
」（『
思
文
閣
墨
蹟
資
料
目

録
　
第
一
七
〇
号
』、
一
九
八
六
に
も
再
録
）
の
中
に
「
天
皇
の
御
文
字
に
は
凡
人
の
ど
う

し
て
も
及
ば
な
い
大
ま
か
さ

0

0

0

0

が
あ
る
」
と
い
う
箇
所
が
あ
る
が
、
そ
の
短
冊
の
筆
意
は
、
ま

さ
に
余
人
の
及
び
も
つ
か
ぬ
「
大
ま
か
さ
」
が
顕
れ
て
い
た
。

■
付
記
１
　
本
稿
は
、
令
和
元
年
度
中
国
地
区
大
学
書
道
学
会
に
お
い
て
、「
宸
翰
短
冊
に
お
け

る
「
下
草
」（
も
と
く
さ
）
に
見
る
装
飾
的
効
果
」
と
題
し
て
発
表
し
た
内
容
を
基
に
、
再

考
を
重
ね
て
論
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
学
会
当
日
、
質
問
や
助
言
を
頂
い
た
萩
信

雄
、
増
田
知
之
の
両
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

�

令
和
二
年
よ
り
此
の
か
た
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
県
外
に
出
て
短
冊
に
関
す
る
貴
重
書
を
閲
覧

す
る
こ
と
も
儘
な
ら
ず
、
手
許
に
あ
る
資
料
の
み
で
執
筆
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
不
足
の

点
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
更
な
る
考
察
を
試
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
付
記
２
　
初
校
校
正
後
に
、
ジ
ョ
ン
・
Ｔ
・
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
『
天
皇
の
詩
歌
と
消
息
─
宸
翰
に

み
る
書
式
─
』（
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
六
年
）
を
閲
読
し

た
と
こ
ろ
、
久
曽
神
博
士
が
『
覚
書
』
で
明
か
し
て
い
な
か
っ
た
後
奈
良
天
皇
短
冊
群
発
見

の
門
跡
寺
院
名
を
「
京
都
　
毘
沙
門
堂
」
で
あ
る
と
特
定
し
て
い
た
（
一
一
七
頁
）。

〔
二
〇
二
一
・
九
・
一
六
　
受
理
〕

コ
ン
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
：
外
村
　
彰
　
教
授
（
日
本
文
学
科
）

し
て
敏
感
で
あ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
と
す
る
な
ら
ば
、
天
皇
が
下
草
を
多
用
さ

れ
、
特
に
即
位
後
に
下
草
を
効
果
的
に
用
い
ら
れ
、
左
寄
せ
も
さ
れ
て
、
独
特
の
空
間

処
理
に
よ
っ
て
、
独
自
の
短
冊
書
法
を
編
み
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

五
、
結

論

　
稿
者
は
、
二
十
年
近
く
短
冊
を
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
研
究
し
て
き
た
。

　
今
回
は
、
現
在
そ
の
語
義
が
あ
や
ふ
や
に
な
っ
て
い
る
「
下
草
」
と
い
う
短
冊
術
語

を
と
り
あ
げ
て
、
正
確
な
定
義
と
解
説
を
試
み
た
。
そ
し
て
後
奈
良
天
皇
の
創
造
的
な

下
草
に
つ
い
て
考
察
し
た
の
で
あ
る
。

　
短
冊
に
お
け
る
「
下
草
」
と
い
う
の
は
、
短
冊
の
第
一
行
の
末
尾
（
第
二
行
の
末
尾

の
場
合
も
あ
る
）
に
、
第
一
行
で
あ
れ
ば
上
の
句
、
第
二
行
で
あ
れ
ば
下
の
句
、
の
終

わ
り
の
文
字
が
書
き
き
れ
な
い
場
合
、
恰
も
「
樹
木
の
根
下0

（
ね
も
と
）
に
生
え
た
小

草0

」（
＝
下
草
）
の
よ
う
に
、
そ
の
行
の
左
下
に
字
を
書
き
添
え
る
と
い
う
短
冊
の
書

式
の
こ
と
。
天
皇
宸
翰
御
製
短
冊
や
親
王
・
院
家
の
短
冊
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
公
卿
の

短
冊
、
お
よ
び
天
皇
や
公
卿
と
交
流
し
た
人
々
の
短
冊
に
も
見
ら
れ
る
。
一
般
の
地
下

人
や
町
人
の
短
冊
に
は
ま
ず
見
ら
れ
な
い
が
、
下
草
も
ど
き
と
し
て
、
老
人
や
童
子
の

短
冊
な
ど
に
行
末
が
詰
ま
っ
て
文
字
が
書
き
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
行
末
の
左
下

に
文
字
を
書
き
添
え
た
例
が
ご
く
稀
に
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
天
皇
に
よ
っ
て
下
草
を
よ
く
書
か
れ
る
方
と
そ
う
で
は
な
い
方
に
分
か

れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
後
奈
良
天
皇
は
と
り
わ
け
下
草
を
書
か
れ
、
文
字
が
書

き
き
れ
な
か
っ
た
た
め
に
書
か
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
う
考
え
な
け
れ
ば
第
一
行

の
使
用
率
六
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
合
理
的
に
説
明
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
第
一
、
第

二
行
の
両
方
に
下
草
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
他
の
天
皇
や
親
王
公
卿
で
は
か
な
り

少
な
い
の
で
あ
る
が
、
後
奈
良
天
皇
の
こ
の
短
冊
群
に
お
け
る
使
用
率
は
、
三
〇
パ
ー

セ
ン
ト
の
高
き
に
及
ぶ
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
天
皇
は
極
め
て
意
図
的
・
意
識
的
か
つ
創
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